
（a）サンプリング・レートが合わないまま入力したとき （b）サンプリング・レート変換器に通したとき
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図1　サンプリング・レートが合わないときにはレート変換器が有効
31.7 kHzでA−D変換された1 kHz正弦波信号を31.5 kHz用のAM変調器に直接入力すると200 Hzおきにスプリアスが発生するが，適切にレート変
換された信号を入力するとスプリアスが消える

図2　補間して間引きをする周波数変換のようす
周波数fSでサンプリングされた離散信号を4倍に補間し，4fS/5にな
るように5つおきに取り出す例
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グ内のFIRフィルタは，狭い帯域で急峻な周波数特
性を得ようとするとタップ数が大きくなり，膨大な
計算量を必要とします．しかし，間引きくときに捨
てる補間データを計算しなければ，それほど計算の
負荷は大きくなりません．必要な計算だけを行い効
率をあげるのです．� 〈編集部〉

　本稿では，ある周波数でサンプリングされたデー
タを別の周波数に変換するテクニックについて，実
装例を交えて解説します．
　音楽編集ソフトウェアではサンプリング・レート
変換が使われます．音声や楽器などの音源を取り込
むときには編集用の周波数に変換し，CD−Rに書き
込むときは44.1 kHzに再変換します．多くの音源に
は44.1 kHzと48 kHzの倍数の周波数が使われます．
　図1（a）に示すのは，31.7 kHzでサンプリングさ
れた1 kHz正弦波信号を，31.5 kHz信号を入力とす
るAM変調器に直接入れたときのRF出力のスペク
トラムです．サンプリング・レートの差に相当する
200 Hzおきのスプリアス・ノイズが発生していま
す．一方，図1（b）に示すように，AM変調器の入
力前に適切なレート変換を行うことでノイズは全く
現れません．
　図2に示すように，レート変換は補間を行うオー
バーサンプリングと，間引きを行うダウン・サンプ
リングによって実現されます．オーバーサンプリン
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